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公共下水道事業の状況について



公共下水道の整備状況

○整備計画

既計画 917.5ha

既認可 902.8 ha

○平成５年度末現在

整備済区域 約750.6ha 

整備率

（対既計画） 81.8%

（対既認可） 83.1%



汚水処理
人口普及率

公共下水道 農業集落排水 合併処理浄化槽

福井県平均 9７.８% 83.7% 10.6% 3.6%

大野市 89.4% 60.9% 19.1% 9.5%

福井県内市町の汚水処理人口普及率（R５末）



○供用開始区域
菖蒲池の一部

〇供用開始面積
8.5ｈａ

令和６年度（令和６年１０月１日）供用開始区域【1/2】



令和６年度（令和６年１０月１日）供用開始区域【2/2】



公共下水道の水洗化率

（令和６年１０月１日現在）

供用開始区域面積 654.7ha

対象世帯数 7,315世帯

汚水処理人口 １８,400人…①

うち接続世帯数 ２,810世帯

接続人口 7,588人…②

水洗化率（人口比率 ②/①）

41.2％



水洗化率向上の対策
１．普及啓発
• 広報おおの９月号 特集記事
• 下水道の日（９/10）パネル展
• 小学生の下水処理センター見学（2１３人）
• 下水処理センター見学＆プチアウトドア体験
の開催（１６組４９人）

• 越前おおの産業と食彩フェア出展

２．加入促進
• 職員による戸別訪問 約1,000件

（８～９月、１１～１月）

３．工事費等の補助
• 接続費の借入利息補助
• 補助なし合併処理浄化槽
利用者への接続補助

• ご近所接続奨励金の拡充

グループ構成 奨励金額（1棟あたり）

２棟 ３０，０００円

３棟 ６０，０００円

４棟 ８０，０００円

５棟以上 １００，０００円

ご近所接続奨励金額



１．概要
・令和６年４月から農業集落排水事業特別会計を廃止し、企業会計に移行して、下水道事業会計

に統合した。

・下水道事業会計の中に、公共下水道事業と農業集落排水事業の２セグメントを設置している。

～令和６年３月３１日 令和６年４月１日～

２．公営企業会計の特徴
複式簿記を取り入れた予算・決算制度

⇒現金主義である官庁会計では見えにくい損益取引と資本取引を区分して把握する

ことで、中長期的な財政運営への活用が期待できる。

農業集落排水事業の公営企業会計への移行

農業集落排水事業特
別会計

下水道事業会計 下水道事業会計
・公共下水道事業
・農業集落排水事業
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